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ミュージックプロデュースＭＨＫＳ

（中世･ルネサンス音楽研究者）

要申込み



宮崎 晴代 先生 プロフィール

武蔵野音楽大学大学院修士課程音楽学専攻修了。米国フロリダ州立大学大学院博士課程で
Certificate in Early Musicを取得後、東京大学先端科学技術研究センター協力研究員として、
音楽における時間論と記譜法を研究する。大学で後進の指導に当たりながら、中世・ルネサ
ンス時代の音楽理論研究を行う。また中世音楽合唱団に所属し、演奏活動も行っている。日
本音楽学会、アメリカ音楽学会、西洋中世学会各会員。国際音楽資料情報協会（IAML）日
本支部事務局長。著書『バロック音楽の名曲』（2008）、共訳書『グロケイオ「音楽論」
全訳と手引き』、『ミクロログス（音楽小論）：全訳と解説』など。東京藝術大学、武蔵野
音楽大学、昭和音楽大学、フォンス・フローリス古楽院、各講師。

≪会場案内≫

仙台市青葉区錦町1-5-1 N-ovalビル1階

地下鉄 勾当台公園駅より

徒歩約10分

※駐車場はありませんので

周辺のコインパーキングをご利用ください

ＪＲ仙台駅より

徒歩約15分 ／ タクシー約6分

≪第１部≫

鍵盤音楽のための楽譜の歴史 ーバッハも使っていた"タブ譜"とは？

ピアノの楽譜といえば「大譜表」が一般的です。でも、鍵盤楽器のための楽譜が誕

生した500年以上前には、全く違う楽譜が使われていました。それは、一見すると

楽譜には見えないようなものですが、そのタイプの楽譜を、人々は実に300年間も

続けて使っていました。バッハもそのタイプの楽譜を使っていた一人です。そう

いった様々な鍵盤楽譜の変遷を、オリジナル譜や音源とともにたどりながら、当時

の音楽家たちに思いをはせてみたいと思います。

≪第２部≫

ソルフェージュ(ソルミゼーション)の歴史 ―音取りに悩むのは、今も昔も変わらない⁉

新しい楽譜を前にして、そこに書かれた音楽が頭に思い浮かぶ人はどのくらいいる

でしょうか。西洋音楽の歴史が始まって以来、聖歌隊員たちは音取りに苦労してい

ました。彼らは様々な工夫を重ね、なんとか正確に音を取れるようにと、涙ぐまし

い努力を重ねてきたのです。本講座では、取り上げられることの少ない「ソル

フェージュ（ソルミゼーション）」の歴史を取り上げ、人々がどのように音を頭に

思い描いていたのか、一緒に考えてみましょう。


